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平成２９年度第１回循環型社会推進会議 会議録 

 

１ 開催日時 

  平成２９年６月２日（金） 

  開会 午後１時１５分 

  閉会 午後３時００分 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所 南庁舎２階 ２０１会議室 

３ 出席委員 

  千頭聡、松原八壽雄、吉田民子、伊藤紀子、白坂弘子、渡辺安正、深田定雄、服

部亜紀、杉島重男、鍋嶋洋行 計１０名 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 傍聴者数 

  ０名 

６ 出席した事務局職員 

  環境課長 木戸雅浩、環境事業センター所長 若杉昌紀、環境課長補佐 

三浦勝之、環境事業センター所長補佐 林誠 

７ 議題等 

 ⑴ 構成員、事務局職員の自己紹介 

 ⑵ 議題 

  ア 座長あいさつ 

  イ 基本計画の進捗状況と本年度の予定について 

  ウ プロジェクトチームの進行確認について 

 ⑶ その他 

 

８ 会議の要旨 
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環境課長  定刻になりましたので、ただ今から「平成２９年度第１回尾張旭

市循環型社会推進会議」を開催させていただきます。 

 本日は、ご多忙のところ会議にご出席いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 議事に移ります前に、事前に配布させていただきました委員名簿を

ご覧ください。構成員の構成に変更がございますので、ご報告させて

いただきます。 

 地域活動連絡協議会の村瀬美根代様が昨年度をもって退任され、新

たに伊藤紀子様が選任されました。 

 伊藤様は、地域活動連絡協議会で書記を務めながら、協議会で各種

親子でのイベントを通じ、地域活動を支えておられます。市民、主婦、

子育て家族のさまざまな視点からご意見をいただければと思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

 まず、次第１、「構成員、事務局職員の自己紹介」です。 

 先ほど申し上げましたように、新たに伊藤委員に参加していただけ

ることになりました。そして、事務局も異動に伴い、新たに参加する

メンバーがほとんどです。 

 名簿はお配りしておりますが、順番に全員の方に簡単に自己紹介を

お願いします。 

 ＜自己紹介＞ 

環境課長  本会議は、平成２６年度を初年度とする尾張旭市一般廃棄物（ごみ）

処理基本計画の推進を図るため開催するもので、構成員の任期は２年

となり、変わられた伊藤さんを除いて２年目となります。よろしくお

願いします。 

 なお、本会議は、市の「附属機関の会議の公開に関する基準」に基

づき、傍聴を認めていること。また「附属機関の会議録等作成に関す

る基準」に基づき、本会議の会議については情報公開の対象となるこ

とも、あわせてご了承いただきますようお願いいたします。 

 本日の会議資料ですが、事前配布を予定しておりましたが、準備が

遅れ、当日配布となりました。大変申し訳ありません。 

 それでは、次第に沿って会議を進行させていただきます。 

 次第２「座長挨拶」を座長の千頭先生にお願いします。 

千頭座長 ＜挨拶＞ 

環境課長  ありがとうございました。 

 このあとは、次第に従って議題に入ってまいりますが、ここからは

座長である千頭先生に議事の進行をお願いいたします 

千頭座長  それでは次第に沿って議事の進行をさせていただきます。 

 次第３ 報告事項「基本計画の進捗状況と本年度の予定につい
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て」、事務局より説明をお願いします。 

環境課長補佐 ＜資料１－１～１－４で説明＞ 

千頭座長 

 

 ただいま事務局から説明がありました。ご意見やご質問等があれば

お願いします。 

 資料１－２から、プラスチック製容器包装の収集量が増加した理由

は、これまで可燃ごみに出されていたプラスチック製容器包装が、収

集回数が増えたことにより適正に分別されたからでしょうか。 

環境課長補佐  詳細な原因分析は出来ていませんが、ご指摘いただいたことも一因

と考えています。 

千頭座長  増加した分が可燃ごみから減っていればそうでしょうが、厳密には

難しいと思います。 

渡辺委員  プラスチック製容器包装３０ℓの袋の販売時期はいつでしょうか。 

環境課長補佐  詳細な日程は不明ですが、夏ごろまでに販売と伺っています。 

杉島委員  資料１－１から、平成３５年度処分ごみ目標値を達成するにはあと

７６ｇ減らさないといけないが、今年度に減らす目標値は定めている

のか。おそらく定めていないと思うが、そこが行政の一番問題なとこ

ろだと指摘したい。今年は何ｇを何で減らすのか、ここを明確にせず、

成り行き任せでは減らないので、毎年目標をつくることを提案した

い。 

千頭座長  目標に向かってどう減らしていくのか、そのためにはどんな取り組

みをするのか、という進行管理が大切とのご指摘ですが、現時点で事

務局は具体策がありますか。 

環境課長補佐  現時点で具体策はありませんので、事務局で検討したいと考えま

す。 

環境課長  平成２９年度一般廃棄物処理実施計画では、年間のごみの総量を示

していますので、それを一人当たりに換算して表示する等を検討した

いと考えています。 

千頭座長  このペースで減り続けることができれば、目標値に到達できると思

いますが、だんだん厳しくなると思われるので、戦略は必要です。 

松原委員  基本計画１４ページに１人１日あたりのごみ排出量の年次グラフ

があります。最近はごみの減り方が鈍く厳しくなっていることが分か

りづらいので、年次グラフでも表したほうが良いとお思います。 

千頭座長  ご指摘のとおりなので、年次グラフと平成３５年度目標値を示した

資料の作成をお願いします。併せて資源ごみの種類別の推移を作成し

ておけば分析しやすいと思います。 

渡辺委員  ごみ排出量について、私たち委員は知っていますが、多くの市民は

知らないと思います。また、１人１日あたりの排出量が４８１ｇとい
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っても、実際はごみの量を量っていないので、多く出しているのかい

ないのか、わからないと思います。目標値達成が厳しいと予想される

ので、今後は、例えば雑がみの分別をしっかりやる、生ごみの水分を

少なくして出すといった、市民が日常生活の中でできる行動を示すこ

とが大事と思います。そして、それをどうやって市民一人ひとりに伝

えるかという方法論を考えてアピールすることが大切です。 

 ごみでは、リサイクルは市民の生活に根付いたと思うので、それと

同じような形で、生ごみをどう扱うかなど、ごみの減量についてどう

するか、私たちにとっても大事なことと考えます。 

千頭座長  毎年の組成調査の結果からも雑がみをもっと減らすことができる

と思います。平成３５年度の目標を達成するために戦略を立て、毎年

進捗状況をチェックすることが重要です。 

杉島委員  次回の会議に、ごみ減量をこういう考え方でやるという事務局から

の提案をしてほしい。また、昨年３月まで Vドラッグ駐車場で実施し

たリサイクルステーションの総括や検証の報告を受けていないので、

次回の会議では、総括や検証の報告と今年度の計画を示してほしい。 

環境課長補佐  事務局内で調整し、次回に何らかの報告をしたいと思います。 

松原委員  リサイクル広場拡充プロジェクトとしては、Vドラッグで実施した

リサイクルステーションは、コスト高と考えています。また、リサイ

クル広場の資源ごみ回収量は、ステーション回収量との兼ね合いもあ

ると思います。リサイクル広場の回収量が多い自治体は、本市のよう

なステーション回収をやっていないか小規模なところが背景になっ

ています。 

 リサイクル広場拡充プロジェクトとしては、リサイクル広場の主目

的は資源ごみ回収ではなくリユースと考えています。 

杉島委員  日本のごみ行政では、事業者は事業活動で発生した廃棄物の処理義

務が課せられているはずである。行政は、事業者に対し、そういった

循環型社会を積極的に進めるといった指導をする必要があると思っ

ている。 

白坂委員  資源ごみやごみ問題は奥が深いと考えます。私たちが出来ること

は、資源ごみに出す、燃えるごみに燃えないごみを混ぜないといった

ルールを守ることだと思います。尾張旭市は、多くの市民が分別に取

り組んでいるので、２０年前に比べてきれいになりましたが、まだ不

適正な出し方をしている人がいます。 

 不適正排出のため、ごみ残置シールを貼ったごみが１週間くらい取

り残しをされているときがありますが、これは環境課と環境事業セン

ターどちらに相談すればよいですか。 
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事業センター所長  どちらでも対応します。 

 昨年の１０月からスプレー缶・カセットボンベの回収を始めました

が、開始当初は不燃ごみに多く含まれていたため、周知目的でごみ残

置シールを貼って取り残しを行っていました。 

 現在も不燃ごみに含まれていることは有りますが、少なくなってき

ています。 

渡辺委員  ごみ残置シールを貼られたごみを出した人は、ごみを出したことで

終わったと思っているので、警告に気づいていないと思います。 

 私の住んでいる地域では、取り残しのごみをシニアクラブのかたが

分別し、ごみを出しなおしています。地域としてはとても良いことで

すが、ごみ問題として良いことかが分からなくなる時もあります。 

事業センター所長  私どもにご連絡をいただければ回収します。 

白坂委員  ごみ集積所が見えるところに住んでいるので、ごみが回収されると

ホッとします。 

鍋嶋委員  ごみ問題は、大人を対象としてしまいがちですが、子どもたちの教

育に目を向けることも大切と思います。子どもたちは、これから長く

環境と付き合いますし、子どもが親に教えながら一緒に取り組むこと

もできます。 

 難しい環境検定に合格する子どももいることから、環境教育のエネ

ルギーを小中学校に向けることで、地域の環境活動が高まることか

ら、何か取り組むことが出来ないかと考えます。 

松原委員  昨年、リサイクル広場で生ごみクイズを行ったところ、小学生が生

ごみについて詳しく正答率も高かったことから、小学校の教育はうま

くいっているのではないかと思いました。 

千頭座長  まだご意見は有るかと思いますが、次の議題に移りたいと思いま

す。 

 次第４ 議題「プロジェクトチームの進行確認について」、各プロ

ジェクトチームリーダーより報告をお願いします。 

 それではごみ有料化プロジェクトチームから、資料２－１から２－

６に基づきお願いします。 

杉島委員  今年度は、２回話し合いを行い、その議事録等を資料２－１から２

－６につけたので、詳細はご覧いただきたい。話し合いでは、アンケ

ートにある膨大な市民意見の整理を行った。アンケート結果では、有

料化に対し、反対と容認は相半ばで、やや容認が多かったが、市民は

有料化を積極的に進めたいと考えてはいないとプロジェクトでは受

け止めた。 

 来年度、市は有料化に対する方針を出すが、そういう市民の受け止
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め方にどう答えていくか、明確に方針を出す必要があると考える。 

 今年度の活動は、岐阜県内の有料化先進自治体の視察も行うととも

に、平成２６年度から４年間のプロジェクトの活動についてまとめを

行い、来年度に市が行う有料化の判断に役立つものをつくりたいと考

えている。 

 まとめは、１２月頃の本会議に案を提案し、承認を受けた後に作成

し、３月の本会議で提出したいと考えている。 

千頭座長  次に、事業系ごみ適正化プロジェクトチームより報告をお願いしま

す。 

深田委員  昨年度に実施したごみ減量・リサイクルに関する事業者アンケート

結果に基づき、事業者に対してごみ減量の必要性とごみの出し方のル

ールについて啓蒙を行いたい。また、家族経営やチェーン店ではない

中規模事業者のごみ出し方法について、どのようなルールづくりがよ

いかについて重点的に検討したいと考えている。 

 産廃業者の回収の対応についても、きめ細やかな情報の周知ができ

るように整理することが大事と思う。周知方法も、市の広報だけでは

なく、市内の中小企業の半数が加入する商工会に周知活動をしていけ

ればと思っている。しかし、商工会未加入の事業者に対する周知が課

題となるので、プロジェクトで議論し今年度に方向付けが出来ればと

考えている。 

千頭座長  次に、リサイクル広場拡充プロジェクトチームより報告をお願いし

ます。 

松原委員  まだプロジェクト会議を実施していないため、私案ですが、基本計

画の項目に沿った資料３を作成しましたので、今年度と来年度の目標

について説明をします。 

 ５－１は、子供用品等再利用広場の拡充だが、２８年度までにリユ

ース品の有償化とレンタル化について検討は行い、かなり難しいこと

が判明した。今後どうするかは決まっていないので、２９年度に方針

を検討し、実施する場合は３０年度に実施する。また、ヘビーユーザ

ー対策で実施した掲示物の結果評価をし、必要ならばさらなる取り組

みを検討したい。わかりやすいごみ情報の提供については、現在掲示

している学習パネルの見直しを行い、必要なリニューアルを３０年度

に実施したい。 

 ５－２は、プロジェクトで提案のあったリサイクル広場啓発ポスタ

ーの公募や保育園等での周知について、３０年度実施にむけ検討した

い。あさぴー号停留所設置提案は、ルート変更が必要であるので要請

を検討したい。 
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 ５－３の団体活動支援は、現在実施している段ボールと発泡スチロ

ールのコンポスト講習会支援は継続する必要があると思う。古着のリ

ユースは、３０年度実施ができるように今年度試行をしたい。家庭生

ごみ堆肥化見学会は、生ごみ堆肥で作った野菜の試食会を含め実施し

たい。連合自治会を通した取り組みは、以前に研究を行ったので、今

年度施行したい。 

 ５－４の放置自転車の再使用の推進は、使用可能なものは再使用を

してもらっていたが、昨年度試行として、軽微な修理が必要なものに

ついて修理箇所・金額を明示し、リサイクル・リユース祭に１０台出

品したところ、９台引き取ってもらえた。今年度は５万円予算がつい

たので、５０台分の修理見積作成依頼を予定しており、３０年度以降

も継続したい。 

 基本計画にない取り組みとして、福祉用具の再使用に関する検討を

行っている。他自治体は社会福祉協議会が中心となり、譲受人が自己

負担で再使用しているのが主体であった。私たちも、必要ならば社会

福祉協議会と協議を行いたい。 

千頭座長  ありがとうございました。各プロジェクトの今年度の予定につい

て、ご意見等がありましたら、よろしくお願いします。 

杉島委員  有料化アンケート結果資料を再度配布していただいたが、市民の努

力もわかり私たちの活動のヒントになると思う。 

服部委員  アンケート意見の中に、リサイクル広場が不便だったので、Vドラ

ッグで実施したリサイクルステーションが便利であったという意見

があった。リサイクルステーションの実施期間が半年だったにもかか

わらず、終了から１年近くたってもそのような意見があったことは、

リサイクルステーションの検証の際に考慮してほしい。 

松原委員  リサイクルステーションに関しては、コストパフォーマンスを出す

必要がある。便利ではあるが、きちんと評価しなければいけないと思

う 

深田委員  ホームセンター等で実施している資源回収のルールや仕組みにつ

いて、できれば行政で調べてほしい。 

 神戸リサイクルセンターを見学した際、雑がみの問題は多くの自治

体で共通していると感じた。 

 日本は、国外からはごみの無い美しい国と評価が高いが、私が子ど

もの頃は、道端にごみが落ちていた。しかし、東京オリンピックに向

け、ごみを道端に捨ててはいけないと学校で教えられた結果、ごみ捨

てがいけないと認識して育ったため、子どもに対する教育は大事だと

思う。 
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杉島委員  廃棄物処理法では、ごみの回収責任について、市とともに事業者に

対しても明記されている。それについて、大企業は理解と努力もある

が、中小企業は必ずしもそうなっていないのが現実である。中小企業

の製造責任について、市は方針を持たないといけないと思うので、事

業系ごみのプロジェクトでも、改めて努力をお願いしたい。 

松原委員  有料化の方針決定における市民説明では、市の立場を明確にする必

要がある。例えば、プラスチック容器包装のリサイクルの中間処理は、

コストがかかっている。製造者のリサイクルコスト負担もあるが、市

の中間処理に対する拠出金は減っているので、製造者責任において、

市の中間処理コストを軽減させるようなことを市民に分かる形に示

してほしい。 

 また、プラスチック容器包装について、尾張旭市はリサイクル、瀬

戸市は可燃ごみと異なるが、それぞれ正しい認識で実施しているの

で、やはり市の方針を明確化してほしい。 

千頭座長  有料化の検討では、有料化をする・しない・金額のみの議論ではな

く、有料化検討の目的が一番重要である。ごみ減量化に対するこれま

での取り組みの効果があり、目標値を達成するための残された手段の

一つとして有料化という議論となるので、市民に全体的な説明をする

ことが必要です。 

 ほかにご質問がないようですので、皆様からの意見を踏まえて、

プロジェクト活動を進めていただきますようお願いします。 以上

で、予定していた議題は終了しました。 

 次第の５は「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

環境課長  本日は、多数の貴重なご意見やご助言を賜り、誠にありがとうござ

いました。 

 それでは、最後に次回「第２回尾張旭市循環型社会推進会議」のご

案内をさせていただきます。 

 次回は、今回ご議論いただいた内容を事務局で整理・検討し、８月

頃に開催したいと考えております。また、各プロジェクトにつきまし

ては、順次進めていきたいと思います。改めて事務局から日程調整さ

せていただきますので、よろしくお願いいたします。事務局からは、

以上でございます。 

千頭座長  委員のかたからは、何かありますか。 

鍋嶋委員  市民に説明する際、その目的を分かり易く圧縮してまずは説明して

ほしい。多くの資料は、説明から入っているため、何が目的なのかが

が分かりにくい。 

千頭座長  事務局は、今の意見を参考に資料づくりをお願いします。 

 ただいま事務局から説明がありましたとおり、次回の会議は、８月
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頃に開催されるとのことであります。プロジェクトにつきましても、

皆さんお忙しい中かと思いますが、ご協力くださるようお願いいたし

ます。 

 それでは、これをもちまして、平成２９年第１回尾張旭市循環型社

会推進会議を閉会といたします。皆さん長時間にわたり大変お疲れ様

でした。 

 


